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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　複数のコンピュータソフトウェアによりそれぞれ生成された互いに対応する内容の各表
示画像の複製画像を、１つの画面に同時に表示させる複製画像表示制御手順と、
　前記１つの画面に表示された複数の複製画像のうちいずれか１つの複製画像に対する操
作を受け付け、受け付けた操作を前記各表示画像において実行することを前記複数のコン
ピュータソフトウェアに対して指示する操作指示手順と、
　前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示をした結果、更新された前記各表示
画像の複製画像を、前記１つの画面に同時に表示させる更新画像表示制御手順と、
　を実行させる処理制御プログラム。
【請求項２】
　前記複数のコンピュータソフトウェアは、複数の端末装置においてそれぞれ実行される
ウェブブラウザソフトウェアである、
　請求項１に記載の処理制御プログラム。
【請求項３】
　前記複数のコンピュータソフトウェアは、前記コンピュータにより実行される異なる複
数のウェブブラウザソフトウェアである、
　請求項１に記載の処理制御プログラム。
【請求項４】
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　前記いずれか１つの複製画像および前記各表示画像が矩形状の画像であり、前記いずれ
か１つの複製画像および前記各表示画像の中の所定の位置が原点とされ、水平方向に延び
る第１の軸、および、前記第１の軸に垂直で下方向が正の向きとなる第２の軸からなり、
前記第１の軸と前記第２の軸とに同じ長さの単位で座標値が付与される直交座標系が用い
られる場合に、
　前記操作指示手順では、前記いずれか１つの複製画像において前記操作がなされた前記
直交座標系における位置の座標と前記各表示画像の上辺の長さとに応じて、前記各表示画
像の前記直交座標系において前記操作を実行する位置の座標が決定される、
　請求項１または２に記載の処理制御プログラム。
【請求項５】
　前記いずれか１つの複製画像および前記各表示画像のそれぞれの上部の一方の角が原点
とされる、
　請求項４に記載の処理制御プログラム。
【請求項６】
　前記いずれか１つの複製画像および前記各表示画像のそれぞれの下部の一方の角が原点
とされる
　請求項４に記載の処理制御プログラム。
【請求項７】
　前記操作指示手順では、複製画像に表示されたボタンの押下操作、複製画像に表示され
たハイパーリンクの選択操作、および、複製画像に表示されたテキストボックスへのテキ
スト入力操作のうち、いずれか１つの操作を検出する、
　請求項１から５のいずれか一項に記載の処理制御プログラム。
【請求項８】
　コンピュータが、
　複数のコンピュータソフトウェアによりそれぞれ生成された互いに対応する内容の各表
示画像の複製画像を、１つの画面に同時に表示させる複製画像表示制御手順と、
　前記１つの画面に表示された複数の複製画像のうちいずれか１つの複製画像に対する操
作を受け付け、受け付けた操作を前記各表示画像において実行することを前記複数のコン
ピュータソフトウェアに対して指示する操作指示手順と、
　前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示をした結果、更新された前記各表示
画像の複製画像を、前記１つの画面に同時に表示させる更新画像表示制御手順と、
　を実行する処理制御方法。
【請求項９】
　複数のコンピュータソフトウェアによりそれぞれ生成された互いに対応する内容の各表
示画像の複製画像を、１つの画面に同時に表示させる複製画像表示制御部と、
　前記１つの画面に表示された複数の複製画像のうちいずれか１つの複製画像に対する操
作を受け付け、受け付けた操作を前記各表示画像において実行することを前記複数のコン
ピュータソフトウェアに対して指示する操作指示部と、を備え、
　前記複製画像表示制御部は、前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示をした
結果、更新された前記各表示画像の複製画像を、前記１つの画面に同時に表示させる、
　を備える処理制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、処理制御プログラム、処理制御方法、および、処理制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の端末装置のそれぞれの処理に基づく画面を、１台の表示装置に表示させ、
当該表示装置に表示された画面の選択操作によって、選択された画面に対応する端末装置
を操作する技術が知られている（例えば、特許文献１，２参照）。
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【０００３】
　特許文献１の技術では、１台のワイヤレスディスプレイに、複数のパソコンの画面を一
覧表示させる。そして、ユーザにより、一覧表示の画面から特定のパソコンの画面の選択
操作が行われると、当該パソコンに対する操作が行なわれる。
【０００４】
　特許文献２の技術では、管理者端末は、複数のクライアント端末からの操作情報を当該
管理者端末の表示装置に一覧表示させる。そして、ユーザにより、管理者端末の表示装置
の画面から特定のクライアント端末の選択操作が行われると、管理者端末は、当該クライ
アント端末に対する遠隔操作を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３２３８８４号公報
【特許文献２】特開２０１０－４４４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１，２に記載のような技術では、複数の端末装置に対して同じ
処理を実施させるためには、端末装置の台数と同じ回数の選択操作が必要になる。
【０００７】
　また、特許文献１には、ワイヤレスディスプレイに複数のパソコンを同時に操作する共
通操作用の画面を表示させ、一斉初期化などの同じ操作を同時に行うことも記載されてい
る。しかし、操作の結果、各パソコンの画面がどのように変化したかを個別に確認する方
法については開示も示唆もされていない。
【０００８】
　本発明は、複数のコンピュータソフトウェアに対して同じ処理を行わせ、それぞれの結
果を確認する作業を容易かつ効率的に行うことができる処理制御プログラム、処理制御方
法、および、処理制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の処理制御プログラムは、コンピュータに、複数の
コンピュータソフトウェアによりそれぞれ生成された互いに対応する内容の各表示画像の
複製画像を、１つの画面に同時に表示させる複製画像表示制御手順と、前記１つの画面に
表示された複数の複製画像のうちいずれか１つの複製画像に対する操作を受け付け、受け
付けた操作を前記各表示画像において実行することを前記複数のコンピュータソフトウェ
アに対して指示する操作指示手順と、前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示
をした結果、更新された前記各表示画像の複製画像を、前記１つの画面に同時に表示させ
る更新画像表示制御手順と、を実行させる。
【００１０】
　本発明の処理制御方法は、コンピュータが、複数のコンピュータソフトウェアによりそ
れぞれ生成された互いに対応する内容の各表示画像の複製画像を、１つの画面に同時に表
示させる複製画像表示制御手順と、前記１つの画面に表示された複数の複製画像のうちい
ずれか１つの複製画像に対する操作を受け付け、受け付けた操作を前記各表示画像におい
て実行することを前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示する操作指示手順と
、前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示をした結果、更新された前記各表示
画像の複製画像を、前記１つの画面に同時に表示させる更新画像表示制御手順と、を実行
する。
【００１１】
　本発明の処理制御装置は、複数のコンピュータソフトウェアによりそれぞれ生成された
互いに対応する内容の各表示画像の複製画像を、１つの画面に同時に表示させる複製画像
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表示制御部と、前記１つの画面に表示された複数の複製画像のうちいずれか１つの複製画
像に対する操作を受け付け、受け付けた操作を前記各表示画像において実行することを前
記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示する操作指示部と、を備え、前記複製画
像表示制御部は、前記複数のコンピュータソフトウェアに対して指示をした結果、更新さ
れた前記各表示画像の複製画像を、前記１つの画面に同時に表示させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の処理制御プログラム、処理制御方法、および、処理制御装置によれば、複数の
コンピュータソフトウェアに対して同じ処理を行わせ、それぞれの結果を確認する作業を
容易かつ効率的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る処理制御システムの概略構成ブロック図である
。
【図２】処理制御システムを構成する端末装置に表示画像が表示されている状態を示す模
式図である。
【図３】処理制御システムを構成する処理制御装置の表示部に複製画像が表示されている
状態を示す模式図である。
【図４】１つの複製画像に対して行われた操作と同じ操作を行うことを複数の端末装置に
対して指示をする処理制御のフローチャートである。
【図５】処理制御における操作指示位置演算処理のフローチャートである。
【図６】第２の実施の形態に係る処理制御装置の概略構成ブロック図である。
【図７Ａ】処理制御装置の第１の表示部に表示画像が表示されている状態を示す模式図で
ある。
【図７Ｂ】処理制御装置の第２の表示部に複製画像が表示されている状態を示す模式図で
ある。
【図８】１つの複製画像に対して行われた操作と同じ操作を行うことを複数の端末装置に
対して指示をする処理制御のフローチャートである。
【図９Ａ】本発明の変形例１に係る処理制御装置の表示部に複製画像が表示されている状
態を示す模式図である。
【図９Ｂ】端末表示部に表示画像が表示されている状態を示す模式図である。
【図１０Ａ】第１の実施の形態の処理制御を行った場合における処理制御装置の表示部に
複製画像が表示されている状態を示す模式図である。
【図１０Ｂ】第１の実施の形態の処理制御を行った場合における端末表示部に表示画像が
表示されている状態を示す模式図である。
【図１１Ａ】本発明の変形例２の処理制御を行った場合における処理制御装置の表示部に
複製画像が表示されている状態を示す模式図である。
【図１１Ｂ】変形例２の処理制御を行った場合における端末表示部に表示画像が表示され
ている状態を示す模式図である。
【図１２】本発明の変形例３に係る処理制御のフローチャートである。
【図１３Ａ】変形例３の処理制御装置の表示部にテキストボックを有する複製画像が表示
されている状態を示す模式図である。
【図１３Ｂ】変形例３の処理制御装置の表示部にテキスト入力ダイアログが表示されてい
る状態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
［実施の形態］
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１５】
〔第１の実施の形態〕



(5) JP 6818282 B1 2021.1.20

10

20

30

40

50

＜処理制御システムの構成＞
　まず、本発明の第１の実施の形態に係る処理制御システムの構成について説明する。図
１は、第１の実施の形態に係る処理制御システムの概略構成ブロック図である。図２は、
処理制御システムを構成する端末装置に画像が表示されている状態を示す模式図である。
図３は、処理制御システムを構成する処理制御装置の表示部に複製画像が表示されている
状態を示す模式図である。
【００１６】
　図１に示す処理制御システム１は、複数の端末装置２と、処理制御装置３と、を備えて
いる。なお、第１の実施の形態では、４台の端末装置２を備える構成について例示するが
、端末装置２の台数は複数であれば４台でなくてもよい。
【００１７】
　端末装置２は、スマートフォンやゲーム機、タブレット端末、パーソナルコンピュータ
などの装置である。端末装置２は、端末通信部２１と、端末入力部２２と、端末表示部２
３と、端末記憶部２４と、端末処理部２５と、を備えている。
【００１８】
　端末通信部２１は、有線通信または無線通信により処理制御装置３と通信を行う通信デ
バイスである。
【００１９】
　端末入力部２２は、キーボードやマウスなどの入力デバイスである。なお、端末入力部
２２を端末表示部２３に設けられたタッチパネルで構成してもよい。
【００２０】
　端末表示部２３は、ディスプレイなどの表示デバイスである。
【００２１】
　端末記憶部２４は、端末装置２が行う各種処理に必要な情報や、端末装置２が生成した
情報や、端末装置２の外部から取得した情報などを記憶するメモリなどの記憶デバイスで
ある。
【００２２】
　端末処理部２５は、プロセッサが端末記憶部２４に記憶されたコンピュータプログラム
を実行することによって実現される機能部である。端末処理部２５は、端末入力部２２の
入力操作に基づいて、一般的な端末装置が行う各種処理を行う。例えば、端末処理部２５
は、端末記憶部２４に記憶されたウェブブラウザソフトウェアを実行する。また、端末処
理部２５は、処理制御装置３からの指示に基づく処理を行う。
【００２３】
　処理制御装置３は、スマートフォンやタブレット端末、パーソナルコンピュータなどの
装置である。処理制御装置３は、通信部３１と、入力部３２と、表示部３３と、記憶部３
４と、制御部３５と、を備えている。
【００２４】
　通信部３１、入力部３２、および、表示部３３は、端末通信部２１、端末入力部２２、
および、端末表示部２３とそれぞれ同様の構成を有している。記憶部３４は、処理制御装
置３が行う各種処理に必要な情報や、処理制御装置３が生成した情報や、処理制御装置３
の外部から取得した情報などを記憶するメモリなどの記憶デバイスである。
【００２５】
　制御部３５は、プロセッサが記憶部３４に記憶された処理制御プログラムを実行するこ
とによって実現される機能部である。制御部３５は、表示サイズ検出部３５１と、表示画
像指示部３５２と、複製画像表示制御部３５３と、操作指示部３５４と、を備えている。
【００２６】
　表示サイズ検出部３５１は、処理制御装置３に接続された端末装置２における端末表示
部２３の画面２３１（図２参照）の解像度（画面２３１の横方向の画素数と縦方向の画素
数）を検出する。
【００２７】
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　表示画像指示部３５２は、処理制御装置３に接続された各端末装置２に対して、互いに
対応する内容の表示画像を生成して、それぞれの端末表示部２３にその表示画像を表示す
るように指示する。この指示に基づいて、各端末装置２の端末処理部２５は、図２に示す
ように、端末表示部２３の画面２３１に互いに対応する内容の表示画像Ｄ０を表示させる
。
【００２８】
　互いに対応する内容の表示画像とは、同一内容の画像、または、各端末表示部２３の画
面２３１に表示される情報の量が全く同一ではないが、例えば、ウェブブラウザによって
表示される同一のＵＲＬ（Uniform Resource Locator）のウェブサイトの画像や、同一の
ゲームソフトウェアによって表示される同じ場面の画像などのことである。
【００２９】
　各端末装置２の画面２３１のサイズやアスペクト比が異なる場合には、互いに対応する
内容の表示画像Ｄ０でも、表示画像の一部が表示されないなど、画面２３１に表示される
情報の量が異なる場合がある。
【００３０】
　複製画像表示制御部３５３は、図３に示すように、複数の端末装置２にそれぞれ表示さ
れた互いに対応する内容の表示画像Ｄ０の複製画像Ｄ１を、１台の表示部３３の画面３３
１に同時に表示させる。複製画像表示制御部３５３は、各複製画像Ｄ１を、各表示画像Ｄ
０のアスペクト比と同じアスペクト比で表示させる。
【００３１】
　操作指示部３５４は、表示部３３に表示された複数の複製画像Ｄ１のうちいずれか１つ
の複製画像Ｄ１（以下、「操作画像Ｄ２」という）に対する操作を検出すると、検出した
操作と同じ操作を行うことを複数の端末装置２に対して指示する。
【００３２】
＜処理制御システムの動作＞
　次に、処理制御システムの動作について説明する。図４は、１つの複製画像に対して行
われた操作と同じ操作を行うことを複数の端末装置に対して指示をする処理制御のフロー
チャートである。図５は、処理制御における操作指示位置演算処理のフローチャートであ
る。なお、第１の実施の形態では、操作画像Ｄ２に対する操作が、例えば、操作画像Ｄ２
のボタンの押下操作、ハイパーリンクの選択操作である場合について説明する。
【００３３】
　まず、処理制御システム１のユーザは、４台の端末装置２と、処理制御装置３とを、各
端末装置２と処理制御装置３との間で各種情報を送受信可能に接続する。ユーザが処理制
御装置３の入力部３２を操作して処理制御プログラムを起動すると、表示サイズ検出部３
５１は、処理制御装置３に接続された端末装置２のうち、複数の端末装置２を制御対象と
して選択する旨をユーザに促す画像を表示部３３に表示させる。
【００３４】
　表示サイズ検出部３５１は、ユーザによる複数の端末装置２を選択する旨の操作が行わ
れると、図４に示すように、当該選択された各端末装置２の画面２３１の解像度を検出す
る（ステップＳ１）。
【００３５】
　例えば、表示サイズ検出部３５１は、各端末装置２に画面２３１の解像度に関する情報
を処理制御装置３に送信するように要求する。そして、表示サイズ検出部３５１は、各端
末装置２の端末処理部２５から解像度に関する情報を取得し、各画面２３１の解像度を検
出する。
【００３６】
　次に、表示画像指示部３５２は、各端末装置２に対して、互いに対応する内容の画像を
表示するように指示する（ステップＳ２）。例えば、表示画像指示部３５２は、特定のＵ
ＲＬの情報を各端末装置２に送信し、当該ＵＲＬに対応するウェブサイトの画像を端末表
示部２３で表示するように指示する。この指示によって、各端末装置２の端末表示部２３
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には、図２に示すように、互いに対応する内容の表示画像Ｄ０が表示される。
【００３７】
　この後、複製画像表示制御部３５３は、各端末装置２に対し、端末表示部２３の表示画
像Ｄ０を処理制御装置３に送信するように指示する（ステップＳ３）。そして、複製画像
表示制御部３５３は、図３に示すように、各端末装置２から取得した表示画像Ｄ０の複製
画像Ｄ１を表示部３３に表示させる、いわゆるミラーリングを行う（ステップＳ４）。
【００３８】
　この後、操作指示部３５４は、処理制御を終了する旨の操作がユーザにより行われたか
否かを判定する（ステップＳ５）。操作指示部３５４は、上記操作が行われたと判定した
場合（ステップＳ５：Ｙｅｓ）、処理を終了する。
【００３９】
　一方、操作指示部３５４は、上記操作が行われていないと判定した場合（ステップＳ５
：Ｎｏ）、複数の複製画像Ｄ１のうちの操作画像Ｄ２に対する操作、例えば図３に示すよ
うに、カーソルＣを所定の位置に位置させた状態において、マウスのボタンの押下操作が
ユーザによって行われたことを検出すると（ステップＳ６）、操作位置Ｑ１（図３に黒い
丸で示す）を特定する（ステップＳ７）。そして、操作指示部３５４は、操作指示位置演
算処理を行う（ステップＳ８）。
【００４０】
　ここで、図５を参照して、操作指示位置演算処理について詳しく説明する。図５に示す
操作指示位置演算処理において、操作指示部３５４は、図３に示すように、操作画像Ｄ２
における第１の直交座標系での操作位置Ｑ１の座標を算出する（ステップＳ１１）。例え
ば、第１の直交座標系とは、矩形状の操作画像Ｄ２における左上の角を原点Ｐ０、原点Ｐ
０から右方向に延びる操作画像Ｄ２の上辺と重なる軸をＸ軸（第１の軸）、原点Ｐ０から
下方向に延びる操作画像Ｄ２の左辺と重なる軸をＹ軸（第２の軸）とする座標系である。
【００４１】
　また、第１の直交座標系においては、Ｘ軸およびＹ軸の単位長さを、Ｘ軸およびＹ軸に
それぞれ重なる上辺および左辺の長さと同じ長さに設定する。この場合、操作画像Ｄ２の
右上、左下、右下のそれぞれの角Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３の座標は、（１，０），（０，１），
（１，１）となる。
【００４２】
　次に、操作指示部３５４は、操作位置Ｑ１の座標の情報と、各複製画像Ｄ１に対応する
端末表示部２３の画面２３１の解像度の情報と、に基づいて、各端末装置２における操作
指示位置Ｍ１の座標を算出する（ステップＳ１２）。
【００４３】
　例えば、図２に示すように、操作指示部３５４は、第２の直交座標系における操作指示
位置Ｍ１の座標を算出する。第２の直交座標系とは、端末装置２の画面２３１の左上の角
を原点Ｏ、原点Ｏから右方向に延びる表示画像Ｄ０の上辺と重なる軸をＸ軸（第１の軸）
、原点Ｏから下方向に延びる表示画像Ｄ０の左辺と重なる軸をＹ軸（第２の軸）とした座
標系である。
【００４４】
　なお、第１の直交座標系は、操作画像Ｄ２における右上の角を原点、原点から左方向に
延びる操作画像Ｄ２の上辺と重なる軸をＸ軸、原点から下方向に延びる操作画像Ｄ２の右
辺と重なる軸をＹ軸、左上、右下、左下のそれぞれの角の座標を（１，０），（０，１）
，（１，１）とする座標系であってもよい。
【００４５】
　この場合、第２の直交座標系は、端末装置２の画面２３１の右上の角を原点、原点から
左方向に延びる表示画像Ｄ０の上辺と重なる軸をＸ軸、原点Ｏから下方向に延びる表示画
像Ｄ０の右辺と重なる軸をＹ軸とした座標系となる。
【００４６】
　第２の直交座標系における原点Ｏの位置は、第１の直交座標系の原点Ｐ０と同じ角の位
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置である。そして、操作指示部３５４は、画面２３１における横方向の解像度をＲＸ、縦
方向の解像度をＲＹ、第１の直交座標系における操作位置Ｑ１の座標を（ＸＱ，ＹＱ）と
した場合、第２の座標系における操作指示位置Ｍ１の座標を以下のように算出する。
　操作指示位置Ｍ１のＸ座標＝ＸＱ×ＲＸ

　操作指示位置Ｍ１のＹ座標＝ＹＱ×ＲＹ

【００４７】
　なお、本明細書および図面において、各画面２３１の横方向および縦方向の解像度を、
それぞれ同じ記号「ＲＸ」、「ＲＹ」で示しているが、各画面２３１の横方向および縦方
向の解像度が互いに異なる場合がある。
【００４８】
　その場合、上記式において、操作指示位置Ｍ１のＸ座標およびＹ座標は、各画面２３１
の実際の横方向および縦方向の解像度の値を用いて算出される。
【００４９】
　上記演算処理の後、図４に示すように、操作指示部３５４は、各端末装置２に対して、
操作指示位置Ｍ１の座標の情報と操作画像Ｄ２に対して行われた操作の内容の情報とを含
む操作指示情報を送信し、端末表示部２３の画面２３１の操作指示位置Ｍ１において、操
作画像Ｄ２に対して行われた操作と同じ操作を行うことを指示する（ステップＳ９）。
【００５０】
　この指示を受けた各端末装置２の端末処理部２５は、画面２３１の第２の直交座標系に
おける操作指示位置Ｍ１を特定し、操作指示位置Ｍ１において、操作画像Ｄ２に対して行
われた操作と同じ操作を行う。
【００５１】
　例えば、操作画像Ｄ２に対する操作が所定のハイパーリンクの選択操作の場合、各端末
装置２が操作指示位置Ｍ１における操作を行うと、各端末装置２の表示画像Ｄ０が、ハイ
パーリンクにより指定された同一の参照先の画像に切り替わる。つまり、各端末装置２に
対して、同じ操作が行われる。
【００５２】
　その後、操作指示部３５４は、各端末装置２に対し、表示画像Ｄ０を処理制御装置３に
送信するように指示し（ステップＳ３）、ステップＳ４以降の処理を行う。これにより、
更新された各表示画像Ｄ０の複製画像Ｄ１が表示部３３に表示される。
【００５３】
＜第１の実施の形態の作用効果＞
　処理制御装置３は、複数の端末装置２の端末表示部２３に表示された互いに対応する内
容の表示画像Ｄ０の複製画像Ｄ１を、表示部３３の１つの画面３３１に同時に表示させる
。そして、処理制御装置３は、複数の複製画像Ｄ１のうちいずれか１つの操作画像Ｄ２に
対する操作を受け付けると、受け付けた操作と同一の操作を行うことを複数の端末装置２
に対して指示する。その後、処理制御装置３は、複数の端末装置２に対して指示をした結
果、更新された表示画像Ｄ０を複数の端末装置２からそれぞれ取得して、複製画像Ｄ１と
して表示部３３に同時に表示させる。
【００５４】
　このため、ユーザは、表示部３３に同時に表示された複数の複製画像Ｄ１のうちいずれ
か１つに対する操作を行うだけの簡単な方法で、複数の端末装置２に対して同じ処理を行
わせることができる。
【００５５】
　また、各端末表示部２３の画面２３１のサイズやアスペクト比が異なる場合、各端末表
示部２３に互いに対応する内容の表示画像Ｄ０を表示させても、端末表示部２３に表示さ
れる情報の量が異なる場合がある。
【００５６】
　そのような場合でも、ユーザは、表示部３３に同時に表示された複数の複製画像Ｄ１に
よって、各端末表示部２３の表示の差異を容易に確認することができる。このような複数
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の端末装置２に対する確認を１人のユーザで行うことができるため、人件費の増加を抑制
したり、人員確保を容易に行うことができる。
【００５７】
　また、処理制御装置３が、各端末装置２に対して対応する内容の表示画像Ｄ０を表示す
るように指示し、その結果、表示部３３に同時に表示された表示画像Ｄ０の複製画像Ｄ１
において、各端末表示部２３の表示の差異を容易に確認することができるため、ユーザの
確認作業の負荷を低減できる。
【００５８】
〔第２の実施の形態〕
＜処理制御装置の構成＞
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。まず、第２の実施の形態に係る処
理制御装置の構成について説明する。図６は、第２の実施の形態に係る処理制御装置の概
略構成ブロック図である。図７Ａは、処理制御装置の第１の表示部に表示画像が表示され
ている状態を示す模式図である。図７Ｂは、処理制御装置の第２の表示部に第１の表示部
の表示画像の複製画像が表示されている状態を示す模式図である。
【００５９】
　図６に示す処理制御装置４は、第１の実施の形態の処理制御装置３と同様のスマートフ
ォンやタブレット端末、パーソナルコンピュータなどの装置である。処理制御装置４は、
入力部４１と、第１の表示部４２と、第２の表示部４３と、記憶部４４と、複数のウェブ
ブラウザ処理部４５と、制御部４６と、を備えている。なお、第２の実施の形態では、処
理制御装置４が２つのウェブブラウザ処理部４５を備える構成を例示するが、３つ以上の
ウェブブラウザ処理部４５を備えていてもよい。
【００６０】
　入力部４１および記憶部４４は、それぞれ第１の実施の形態の入力部３２および記憶部
３４と同様の構成を有し、第１の表示部４２および第２の表示部４３は、第１の実施の形
態の表示部３３と同様の構成を有している。
【００６１】
　ウェブブラウザ処理部４５は、プロセッサが記憶部４４に記憶された互いに異なる複数
のウェブブラウザソフトウェアを実行することによって実現される機能部である。ウェブ
ブラウザ処理部４５は、ユーザによる入力部４１の操作や、制御部４６の指示に基づいて
、図７Ａに示すように、第１の表示部４２の第１の画面４２１に、ウェブブラウザＷを表
示させる。
【００６２】
　制御部４６は、上記プロセッサが記憶部４４に記憶された処理制御プログラムを実行す
ることによって実現される機能部である。制御部４６は、表示サイズ検出部４６１と、表
示画像指示部４６２と、複製画像表示制御部４６３と、操作指示部４６４と、を備えてい
る。
【００６３】
　表示サイズ検出部４６１は、各ウェブブラウザ処理部４５が第１の表示部４２の第１の
画面４２１に表示させたウェブブラウザＷのサイズ（画像の横方向の画素数と縦方向の画
素数）を検出する。
【００６４】
　表示画像指示部４６２は、各ウェブブラウザ処理部４５に対して、それぞれのウェブブ
ラウザＷで同一のＵＲＬのウェブサイトの画像を第１の表示部４２に表示するように指示
する。
【００６５】
　この指示に基づいて、各ウェブブラウザ処理部４５は、図７Ａに示すように、第１の画
面４２１の各ウェブブラウザＷに互いに対応する内容の表示画像Ｄ１０を表示する。各ウ
ェブブラウザＷのサイズが異なる場合には、互いに対応する内容の表示画像Ｄ１０でも、
ウェブブラウザＷに表示される情報の量が異なる場合がある。
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【００６６】
　複製画像表示制御部４６３は、図７Ｂに示すように、各ウェブブラウザＷにそれぞれ表
示された互いに対応する内容の表示画像Ｄ１０の複製画像Ｄ１１を、１台の第２の表示部
４３の第２の画面４３１に同時に表示させる。複製画像表示制御部４６３は、各複製画像
Ｄ１１を、各表示画像Ｄ１０のアスペクト比と同じアスペクト比で表示させる。
【００６７】
　操作指示部４６４は、第２の表示部４３に表示された複数の複製画像Ｄ１１のうちいず
れか１つの操作画像Ｄ１２に対する操作を検出すると、検出した操作と同じ操作を行うこ
とを各ウェブブラウザ処理部４５に対して指示する。
【００６８】
＜処理制御装置の動作＞
　次に、処理制御装置の動作について説明する。図８は、１つの複製画像に対して行われ
た操作と同じ操作を行うことを複数の端末装置に対して指示をする処理制御のフローチャ
ートである。なお、以下では、第１の実施の形態と同様の処理については、説明を簡略化
したり省略したりする。また、操作画像Ｄ１２に対する操作が、例えば、操作画像Ｄ１２
のボタンの押下操作、ハイパーリンクの選択操作である場合について説明する。
【００６９】
　まず、処理制御装置４の各ウェブブラウザ処理部４５は、ユーザによる入力部４１の操
作に基づいて、第１の表示部４２の第１の画面４２１にウェブブラウザＷを表示させる。
ユーザが処理制御プログラムを起動すると、表示サイズ検出部４６１は、図８に示すよう
に、各ウェブブラウザＷのサイズを検出する（ステップＳ２１）。
【００７０】
　次に、表示画像指示部４６２は、各ウェブブラウザ処理部４５に対して、それぞれのウ
ェブブラウザＷに互いに対応する内容の画像を表示するように指示する（ステップＳ２２
）。例えば、表示画像指示部４６２は、特定のＵＲＬのウェブサイトの画像を各ウェブブ
ラウザＷで表示するように指示する。
【００７１】
　この指示によって、各ウェブブラウザＷには、図７Ａに示すように、互いに対応する内
容の表示画像Ｄ１０が表示される。この後、複製画像表示制御部４６３は、各ウェブブラ
ウザＷの表示画像Ｄ１０の複製画像Ｄ１１を第２の表示部４３の第２の画面４３１に表示
させる、いわゆるミラーリングを行う（ステップＳ２３）。
【００７２】
　この後、操作指示部４６４は、ユーザによる処理制御を終了する旨の操作が行われたか
否かを判定し（ステップＳ５）、上記操作が行われたと判定した場合（ステップＳ５：Ｙ
ｅｓ）、処理を終了する。
【００７３】
　一方、操作指示部４６４は、上記操作が行われていないと判定した場合（ステップＳ５
：Ｎｏ）、複数の複製画像Ｄ１１のうちの操作画像Ｄ１２に対する操作がユーザによって
行われたことを検出すると（ステップＳ６）、操作位置Ｑ１を特定する（ステップＳ７）
。そして、操作指示部４６４は、図５に示す第１の実施の形態と同様の操作指示位置演算
処理を行う（ステップＳ８）。
【００７４】
　この操作指示位置演算処理では、操作指示部４６４は、操作画像Ｄ１２における第１の
直交座標系での操作位置Ｑ１の座標を算出する（ステップＳ１１）。第１の直交座標系は
、第１の実施の形態で説明した第１の直交座標系と同様のものである。
【００７５】
　そして、操作指示部４６４は、操作位置Ｑ１の座標の情報と、各複製画像Ｄ１１に対応
するウェブブラウザＷのサイズの情報と、に基づいて、各ウェブブラウザＷにおける操作
指示位置Ｍ１の座標を算出する（ステップＳ１２）。
【００７６】
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　例えば、操作指示部４６４は、図７Ａに示すような原点Ｏ、Ｘ軸およびＹ軸で構成され
る第２の直交座標系において、ウェブブラウザＷにおける横方向の画素数をＲＸ、縦方向
の画素数をＲＹ、第１の直交座標系における操作位置Ｑ１の座標を（ＸＱ，ＹＱ）とした
場合、第２の座標系における操作指示位置Ｍ１の座標を第１の実施の形態と同様の式で算
出する。
【００７７】
　上記演算処理の後、図８に示すように、操作指示部４６４は、第１の表示部４２におけ
る各ウェブブラウザＷの表示画像Ｄ１０の操作指示位置Ｍ１において、操作画像Ｄ１２に
対して行われた操作と同じ操作を行うことを、各ウェブブラウザ処理部４５に対して指示
する（ステップＳ２４）。
【００７８】
　この指示を受けたウェブブラウザ処理部４５は、ウェブブラウザＷにおける第２の直交
座標系での操作指示位置Ｍ１を特定し、操作指示位置Ｍ１において、操作画像Ｄ１２に対
して行われた操作と同じ操作を行う。
【００７９】
　例えば、操作画像Ｄ１２に対する操作が所定のハイパーリンクの選択操作の場合、各ウ
ェブブラウザ処理部４５が操作指示位置Ｍ１における操作を行うと、第１の表示部４２に
おける各ウェブブラウザＷの表示画像Ｄ１０が、ハイパーリンクにより指定された同一の
参照先の画像に切り替わる。つまり、各ウェブブラウザＷに対して、同じ操作が行われる
。
【００８０】
　その後、複製画像表示制御部４６３は、各ウェブブラウザＷの更新された表示画像Ｄ１
０の複製画像Ｄ１１を第２の表示部４３の第２の画面４３１に表示させ（ステップＳ２３
）、ステップＳ５以降の処理を行う。これにより、更新された各表示画像Ｄ１０の複製画
像Ｄ１１が表示部３３に表示される。
【００８１】
＜第２の実施の形態の作用効果＞
　処理制御装置４は、第１の表示部４２の複数のウェブブラウザＷに表示された互いに対
応する内容の表示画像Ｄ１０の複製画像Ｄ１１を、第２の表示部４３の１つの第２の画面
４３１に同時に表示させる。そして、処理制御装置４は、複数の複製画像Ｄ１１のうちい
ずれか１つの操作画像Ｄ１２に対する操作を受け付けると、受け付けた操作と同一の操作
を行うことを複数のウェブブラウザ処理部４５に対して指示する。その後、処理制御装置
４は、複数のウェブブラウザ処理部４５に対して指示をした結果、更新された表示画像Ｄ
１０を複製画像Ｄ１１として第２の表示部４３に同時に表示させる。
【００８２】
　このため、ユーザは、第２の表示部４３に同時に表示された複数の複製画像Ｄ１１のう
ちいずれか１つの操作画像Ｄ１２に対する操作を行うだけの簡単な方法で、複数のウェブ
ブラウザ処理部４５に対して同じ処理を行わせることができる。ユーザは、操作画像Ｄ１
２に対する操作の結果、各ウェブブラウザＷの表示がどのように変化したのかを容易に確
認することができる。
【００８３】
［変形例］
　本発明は、これまでに説明した実施の形態に示されたものに限られないことは言うまで
も無く、その趣旨を逸脱しない範囲内で、種々の変形を加えることができる。
【００８４】
〔変形例１〕
　例えば、第１の実施の形態の処理制御システムにおいて、以下のような処理を行っても
よい。図９Ａは、本発明の変形例１に係る処理制御装置の表示部に端末表示部の表示画像
の複製画像が表示されている状態を示す模式図である。図９Ｂは、端末表示部に表示画像
が表示されている状態を示す模式図である。
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【００８５】
　操作指示部３５４は、図５に示した操作指示位置演算処理において、図９Ａに示すよう
に、複製画像Ｄ１における右下の角を原点Ｐ０とした第１の直交座標系を用いてもよい。
【００８６】
　この場合、第１の直交座標系は、原点Ｐ０から左方向に延びる複製画像Ｄ１の下辺と重
なる軸をＸ軸（第１の軸）、原点Ｐ０から上方向に延びる複製画像Ｄ１の右辺と重なる軸
をＹ軸（第２の軸）、左下、右上、左上のそれぞれの角Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３の座標を（１，
０），（０，１），（１，１）とする第１の直交座標系を用いる。
【００８７】
　なお、操作指示部３５４は、左下の角を原点、原点から右方向に延びる複製画像Ｄ１の
下辺と重なる軸をＸ軸、原点から上方向に延びる複製画像Ｄ１の左辺と重なる軸をＹ軸、
右下、左上、右上のそれぞれの角の座標を（１，０），（０，１），（１，１）とする座
標系であってもよい。
【００８８】
　そして、操作指示部３５４は、当該第１の直交座標系において、図５に示したステップ
Ｓ１１，Ｓ１２の処理を行い、図９Ｂに示すような各端末装置２の画面２３１における操
作指示位置Ｍ１の座標を算出する。
【００８９】
　そして、操作指示部３５４は、図４に示したステップＳ９の処理を行い、各端末装置２
の端末表示部２３に表示された画面２３１における第２の直交座標系での操作指示位置Ｍ
１において、操作画像Ｄ２に対して行われた操作と同じ操作を行うことを指示する。この
場合、第２の直交座標系は、端末装置２の画面２３１の右下の角を原点、原点から左方向
に延びる表示画像Ｄ０の下辺と重なる軸をＸ軸、原点Ｏから上方向に延びる表示画像Ｄ０
の右辺と重なる軸をＹ軸とした座標系となる。
【００９０】
　このような構成にすれば、各端末装置２の縦の長さが異なる複数の表示画像Ｄ０におい
て、表示画像Ｄ０の下部に表示されるボタンなどを押下する操作を行う場合に、各端末装
置２の表示画像Ｄ０における操作指示位置Ｍ１のずれを抑制することができ、複数の端末
装置２に対して同じ処理を行わせることができる。
【００９１】
〔変形例２〕
　第１の実施の形態の処理制御システムにおいて、以下のような処理を行ってもよい。図
１０Ａは、第１の実施の形態の処理制御を行った場合における処理制御装置の表示部に複
製画像が表示されている状態を示す模式図である。図１０Ｂは、第１の実施の形態の処理
制御を行った場合における端末表示部に表示画像が表示されている状態を示す模式図であ
る。
【００９２】
　また、図１１Ａは、本発明の変形例２の処理制御を行った場合における処理制御装置の
表示部に複製画像が表示されている状態を示す模式図である。図１１Ｂは、変形例２の処
理制御を行った場合における端末表示部に表示画像が表示されている状態を示す模式図で
ある。
【００９３】
　図１０Ａに示すように、横方向の長さに対する縦方向の長さの比率が大きい操作画像Ｄ
２が操作された場合、第１の実施の形態のような操作指示位置演算処理を行うと、以下の
ような状況が発生するおそれがある。
【００９４】
　すなわち、図１０Ｂに示すように、操作画像Ｄ２に対応する表示画像Ｄ０の操作指示位
置Ｍ１は、操作位置Ｑ１からずれないが、操作画像Ｄ２以外の複製画像Ｄ１に対応する表
示画像Ｄ０の操作指示位置Ｍ１は、操作位置Ｑ１から大きくずれてしまい、各端末装置２
に対して、同じ処理を行わせることができないおそれがある。そこで、このような状況の
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発生を抑制するために、操作指示部３５４は、以下のような操作指示位置演算処理を行っ
てもよい。
【００９５】
　操作指示部３５４は、図５に示した操作指示位置演算処理において、図１１Ａに示すよ
うな第１の直交座標系を用いてもよい。
【００９６】
　この第１の直交座標系は、第１の実施の形態と同じ原点Ｐ０、Ｘ軸およびＹ軸を有する
とともに、操作画像Ｄ２における右上の角Ｐ４の座標を（１，０）、Ｙ軸上（操作画像Ｄ
２の左辺上）における原点Ｐ０から上辺と同じ長さＬだけ離れた点Ｐ５の座標を（０，１
）とする直交座標系である。つまり、第１の直交座標系では、Ｘ軸とＹ軸とに同じ長さの
単位で座標値が付与される。
【００９７】
　次に、操作指示部３５４は、当該第１の直交座標系に基づいて、図５に示したステップ
Ｓ１１，Ｓ１２の処理を行い、図１１Ｂに示すような各端末装置２における操作指示位置
Ｍ１の座標を算出する。
【００９８】
　このとき、操作指示部３５４は、第１の実施の形態と同様に、端末表示部２３の画面２
３１における横方向および縦方向の解像度をそれぞれＲＸおよびＲＹ、第１の基準座標系
における操作位置Ｑ１の座標を（ＸＱ，ＹＱ）とした場合、第２の座標系における操作指
示位置Ｍ１の座標を以下のように算出する。
　操作指示位置Ｍ１のＸ座標＝ＸＱ×ＲＸ

　操作指示位置Ｍ１のＹ座標＝ＹＱ×ＲＸ

【００９９】
　つまり、操作指示部３５４は、操作指示位置Ｍ１のＹ座標を求めるときに、第１の実施
の形態では、操作位置Ｑ１のＹ座標（ＹＱ）と画面２３１の縦方向の解像度（ＲＹ）とを
乗じたのに対し、図１１Ｂに示す例では、操作位置Ｑ１のＹ座標（ＹＱ）と画面２３１の
横方向の解像度（ＲＸ）とを乗じる。
【０１００】
　そして、操作指示部３５４は、図４に示したステップＳ９の処理を行い、各端末装置２
に対して、第１の実施の形態と同じ第２の直交座標系での操作指示位置Ｍ１において、操
作画像Ｄ２に対して行われた操作と同じ操作を行うことを指示する。
【０１０１】
　このような構成にすれば、図１１Ｂに示すように、横方向の長さに対する縦方向の長さ
の比率が大きい操作画像Ｄ２が操作された場合でも、各端末装置２の表示画像Ｄ０におけ
る操作指示位置Ｍ１のずれを小さくすることができ、複数の端末装置２に対して同じ処理
を行わせることができる。
【０１０２】
〔変形例３〕
　また、第１の実施の形態の処理制御システムにおいて、操作画像に対する操作が、テキ
ストボックスに対する入力操作の場合、操作指示部３５４は、以下のような処理制御を行
ってもよい。
【０１０３】
　操作画像におけるテキストボックスに対する入力操作が行われる場面としては、例えば
、所定のウェブサイトを利用するためのユーザ名、ＩＤ、パスワードを入力したり、所定
のウェブサイトや単語の意味を検索したりする場面がある。図１２は、本発明の変形例３
に係る処理制御のフローチャートである。図１３Ａは、処理制御装置の表示部にテキスト
ボックを有する複製画像が表示されている状態を示す模式図である。図１３Ｂは、処理制
御装置の表示部にテキスト入力ダイアログが表示されている状態を示す模式図である。
【０１０４】
　処理制御装置３は、図１２に示すように、図４に示したステップＳ１～Ｓ６の処理と同
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様の処理を行う。例えば、処理制御装置３は、各端末装置２にユーザ名およびパスワード
を入力するための表示画像を表示するよう指示し、図１３Ａに示すような、各端末装置２
から取得した表示画像の複製画像を表示部３３の画面３３１に表示させる。
【０１０５】
　操作指示部３５４は、複数の複製画像Ｄ２１のうちの１つである操作画像Ｄ２２のテキ
ストボックスＤ２２１内の領域に、カーソルＣを位置させた状態において、マウスのボタ
ンの押下操作がユーザによって行われたことを検出すると、カーソルＣの位置を操作位置
Ｑ１として特定した後（ステップＳ７）、図１３Ｂに示すようなテキスト入力ダイアログ
Ｄ３１を表示部３３に表示させる（ステップＳ３１）。
【０１０６】
　テキスト入力ダイアログＤ３１の表示位置は、複製画像Ｄ２１と重ならないことが好ま
しいが、重なっていてもよい。そして、操作指示部３５４は、ユーザによる入力部３２の
操作によってテキスト入力ダイアログＤ３１のテキストボックスＤ３１１にテキストが入
力されて、入力完了ボタンＤ３１２が押下されると、当該テキストを認識し（ステップＳ
３２）、第１の実施の形態と同様の操作指示位置演算処理を行う（ステップＳ８）。
【０１０７】
　操作指示部３５４は、操作指示位置演算処理を行った後、各端末装置２に対して、操作
指示位置Ｍ１の座標の情報およびテキスト入力ダイアログＤ３１に入力されたテキストの
情報を含む操作指示情報を送信し、端末表示部２３における操作指示位置において、テキ
スト入力ダイアログＤ３１に入力されたテキストを入力することを指示する（ステップＳ
３３）。
【０１０８】
　指示を受けた各端末装置２の端末処理部２５は、端末表示部２３の画面２３１の第２の
直交座標系における操作指示位置を特定し、操作指示位置において、表示画像のテキスト
ボックス（テキストボックスＤ２２１と同じ構成のテキストボックス）にテキストを入力
する。
【０１０９】
　このような構成にすれば、ユーザは、表示部３３に同時に表示された複数の複製画像Ｄ
２１のうちいずれか１つに対する操作を行うだけの簡単な方法で、複数の端末装置２に対
して同じテキスト入力処理を行わせることができる。
【０１１０】
〔その他の変形例〕
　変形例１～３の構成を、可能な範囲において第２の実施の形態の処理制御装置に適用し
てもよい。
【０１１１】
　第１の実施の形態において、端末表示部２３に表示される例えばウェブブラウザ（以下
、「メイン画像」という）のサイズが端末表示部２３の画面２３１のサイズよりも小さい
場合には、メイン画像の周りに背景画像などの別の画像が表示されることになる。
【０１１２】
　そして、ある端末装置２では、端末表示部２３に表示されるメイン画像のサイズと端末
表示部２３の画面２３１のサイズとが同じだが（メイン画像が端末表示部２３の画面２３
１全体に表示されるが）、他の端末装置では、端末表示部２３に表示されるメイン画像の
サイズが端末表示部２３の画面２３１のサイズよりも小さいという状況が発生する可能性
がある。
【０１１３】
　このような状況下でも、複数の端末装置２に対して同じ処理を行わせるために、表示サ
イズ検出部３５１が、端末装置２の端末表示部２３に表示されるメイン画像のサイズ（例
えば、横方向の画素数と縦方向の画素数）を検出してもよい。
【０１１４】
　この場合、表示画像指示部３５２が、各端末装置２に対して、互いに対応する内容の画
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像を表示するように指示した後に、表示サイズ検出部３５１が、各端末装置２に端末表示
部２３に表示されるメイン画像のサイズに関する情報を処理制御装置３に送信するように
要求する。そして、表示サイズ検出部３５１は、各端末装置２の端末処理部２５からメイ
ン画像のサイズに関する情報を取得し、各メイン画像のサイズを検出する。
【０１１５】
　その後、操作指示部３５４は、上述の操作指示位置演算処理において、「端末表示部２
３の画面２３１の解像度」を「端末表示部２３のメイン画像のサイズ」と読み替えた処理
を行う。そして、操作指示部３５４は、各端末装置２に対して、操作指示位置Ｍ１の座標
の情報と操作画像Ｄ２に対して行われた操作の内容の情報とを含む操作指示情報を送信し
、端末表示部２３のメイン画像の操作指示位置Ｍ１において、操作画像Ｄ２に対して行わ
れた操作と同じ操作を行うことを指示する。
【０１１６】
　このような構成にすれば、処理制御装置３は、端末表示部２３に表示されるメイン画像
のサイズが端末表示部２３の画面２３１のサイズよりも小さい場合でも、複数の端末装置
２に対して同じ処理を行わせることができる。
【０１１７】
　また、第１の直交座標系における原点Ｐ０の位置をユーザの操作によって設定できるよ
うにしてもよい。また、操作画像Ｄ２，Ｄ１２における操作位置Ｑ１の位置に応じて、操
作指示部３５４，４６４が原点Ｐ０を設定するようにしてもよい。さらに、原点Ｐ０の位
置は、操作画像Ｄ２，Ｄ１２の中心など、操作画像Ｄ２，Ｄ１２の中のいずれの位置に設
定されていてもよいし、設定できるようにしてもよい。
【０１１８】
　例えば、操作指示部３５４，４６４は、周知の画像処理によって操作画像Ｄ２，Ｄ１２
の外縁を特定し、操作位置Ｑ１が操作画像Ｄ２，Ｄ１２における左上の領域の場合、原点
Ｐ０を左上の角に設定し、操作位置Ｑ１が操作画像Ｄ２，Ｄ１２における右下の領域の場
合、原点Ｐ０を右下の角に設定してもよい。
【０１１９】
　また、第２の実施の形態において、ウェブブラウザＷの表示画像Ｄ１０を第１の表示部
４２に表示させ、複製画像Ｄ１１を第２の表示部４３に表示させたが、処理制御装置４に
第２の表示部４３を設けずに、ウェブブラウザＷの表示画像Ｄ１０および複製画像Ｄ１１
を第１の表示部４２に表示させてもよい。
【０１２０】
　処理制御装置３，４の入力部３２，４１がタッチパネルの場合には、処理制御装置３，
４は、操作画像Ｄ２，Ｄ１２に対するタップ操作やスワイプ操作を検出し、検出したタッ
プ操作やスワイプ操作を端末装置２やウェブブラウザ処理部４５に指示してもよい。
【０１２１】
　以上、本発明に係る実施の形態について図面を参照して詳述してきたが、上述した各装
置の機能は、コンピュータプログラムにより実現され得る。
【０１２２】
　上述した各装置の機能をプログラムにより実現するコンピュータは、キーボードやマウ
ス、タッチパッドなどの入力装置、ディスプレイやスピーカなどの出力装置、ＣＰＵ（Ｃ
ｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ハードディスク装
置やＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）などの記憶装置、ＤＶＤ－ＲＯＭ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ Ｍｅｍｏｒｙ）
やＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリなどの記録媒体から情報
を読み取る読取装置、ネットワークを介して通信を行うネットワークカードなどを備え、
各部はバスにより接続される。
【０１２３】
　そして、読取装置は、上記各装置の機能を実現するためのプログラムを記録した記録媒
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体からそのプログラムを読み取り、記憶装置に記憶させる。あるいは、ネットワークカー
ドが、ネットワークに接続されたサーバ装置と通信を行い、サーバ装置からダウンロード
した上記各装置の機能を実現するためのプログラムを記憶装置に記憶させる。
【０１２４】
　そして、ＣＰＵが、記憶装置に記憶されたプログラムをＲＡＭにコピーし、そのプログ
ラムに含まれる命令をＲＡＭから順次読み出して実行することにより、上記各装置の機能
が実現される。
【産業上の利用可能性】
【０１２５】
　本発明は、処理制御プログラム、処理制御方法、および、処理制御装置に適用できる。
【符号の説明】
【０１２６】
　１　処理制御システム
　２　端末装置
　３，４　処理制御装置
　２１　端末通信部
　２２　端末入力部
　２３　端末表示部
　２４　端末記憶部
　２５　端末処理部
　３１　通信部
　３２，４１　入力部
　３３　表示部
　３４　記憶部
　３５，４６　制御部
　４２　第１の表示部
　４３　第２の表示部
　４４　記憶部
　４５　ウェブブラウザ処理部
　２３１，３３１　画面
　３５１，４６１　表示サイズ検出部
　３５２，４６２　表示画像指示部
　３５３，４６３　複製画像表示制御部
　３５４，４６４　操作指示部
　４２１　第１の画面
　４３１　第２の画面
　Ｃ　カーソル
　Ｄ０，Ｄ１０　表示画像
　Ｄ１，Ｄ１１，Ｄ２１　複製画像
　Ｄ２，Ｄ１２，Ｄ２２　操作画像
　Ｄ２２１，Ｄ３１１　テキストボックス
　Ｄ３１　テキスト入力ダイアログ
　Ｄ３１２　入力完了ボタン
　Ｍ１　操作指示位置
　Ｏ，Ｐ０　原点
　Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４　角
　Ｐ５　点
　Ｑ１　操作位置
　Ｗ　ウェブブラウザ
【要約】



(17) JP 6818282 B1 2021.1.20

10

【課題】複数のコンピュータソフトウェアに対して同じ処理を行わせ、それぞれの結果を
確認する作業を容易かつ効率的に行うことができる処理制御装置を提供すること。
【解決手段】処理制御装置３は、複数の端末装置２によりそれぞれ生成された互いに対応
する内容の各表示画像の複製画像を、１つの画面に同時に表示させる複製画像表示制御部
３５３と、前記１つの画面に表示された複数の複製画像のうちいずれか１つの複製画像に
対する操作を受け付け、受け付けた操作を前記各表示画像において実行することを複数の
端末装置２に対して指示する操作指示部３５４と、を備え、複製画像表示制御部３５３は
、複数の端末装置２に対して指示をした結果、更新された前記各表示画像の複製画像を、
１つの画面に同時に表示させる。
【選択図】図１

【図１】 【図２】



(18) JP 6818282 B1 2021.1.20

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図８】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】



(20) JP 6818282 B1 2021.1.20

【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】

【図１２】

【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】
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